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ご存じですか、信州幼児教育支援センター 
 「信州幼児教育支援センター」をご存じですか。このセンターは長野県教育委員会事務局学びの改革支

援課という、少々堅い感じの課の中にあるセンターです。2019年 4月に、幼稚園・保育所・認定こど

も園等の園種を超え、「笑顔かがやき、夢中になって遊ぶこども」の育成のための質の高い幼児教育の提

供を目指し設立されたセンターです。例年、「信州幼児教育フィールド研修」と題して、学びの改革実践

園での取り組みを通し、学び考え合う機会を提供しています。（本年度は、あそびの森あきわ、伊那市立

竜東保育園、松本青い鳥幼稚園、須坂市立日野保育園、岩村田北保育園の5園が実践園になっています）

おそらく、先生方の中でもこの研修に参加された方がいるのではないでしょうか。実際に参加された先

生からは、【「主体的」と一口に言っても先生によって捉え方は様々だし、子どもにとっても異なる。そ

の中で「子どもの心が動いているか」という視点にハッとさせられました。先生はどのように見守る・主

体性を引き出す環境を作っているのかということを、実際にビデオを通じて見ることができたのも良か

った】などの感想が聞かれたそうです。（信州幼児教育支援センター運営会議資料より）この他にも、9

月15日には、WEBで保育ドキュメンテーション等研修会が実施され、実際に取り組んでいる園の実践

発表、発表者と参加者のクロストークが行われました。こちらも参加された先生がいたことと思います。 

 さて、コロナ禍にあり、公開保育など、他園での実践に学ぶ機会が減ってしまっている現状がありま

す。各園では、園内研修を通し、職員相互の学び合いの機会を大切にし研修の工夫と充実を図っている

と思います。しかし、自園を出て、他園での取り組みを見たり、他園の先生方と話したりすることで、自

分とは異なった様々な考えにふれたり、自園には無い様々な取り組みを知ったりすることは、保育者と

しての保育観や教育観を深化させるチャンスです。 

 本協会でも、年間を通して様々な研修を実施しています。その中で受講者の皆さんからよく聞かれる

のは、「研修には出たいけど、時間の余裕がない」「自分の空いた時間に研修が受けられたり、後で研修

の内容を視聴することができたりするとありがたい」との声です。本年度の研修は感染予防対策からオ

ンラインでの実施がほとんどです。オンライン研修では、講師の先生の許可が得られた場合は、研修後

1週間程度ですが、クラウド上で視聴できるように対応してきました。 

信州幼児教育支援センターでは、長野県学習支援ポータルサイト（まなびすけ信州）にセンターのペ

ージが開設されています。そこにアクセスすると、これまでの研修動画などが閲覧できるようになって

います。下に、サイトの閲覧方法を載せましたので、アクセスしてみてください。 
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を入れ、ログインしま

す。 



 

 「幼セ」をクリックすると、下のような画面がでてきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「保育ドキュメンテーシ

ョン」を選択すると、下の

ような画面が出てきます。

9月 15 日の「保育ドキュメ

ンテーション」の研修動画

を視聴できます。 

研修に直接参加しなくても

その研修の様子を視聴できる

ことは、非常に有り難いこと

です。また、その動画を園内

研修に生かすことで、園内の

職員とテーマを決めて話し合

いを行うこともできます。研

修が単なる研修で終わるので

はなく、実際の保育にどう生

かすかが大切です。今回紹介

した、信州幼児教育支援セン

ターのサイトには、動画視聴

（10 分）→研修カード記入

（5 分）→テーマを決めてデ

ィスカッション（15 分）計

30 分のミニ研修を支援する

「オンライン講座」もありま

す。次号では、その事をお伝

えします。  （専門員） 


